大学生活における被奉仕志向性尺度の作成 by 大和田 智文 et al.
37
The Journal of the Department of Social Welfare,


















2013 年 7 月 1 日受付／ 2013 年 8 月 21 日受理
＊ 1  Tomofumi OWADA
　　関西福祉大学　社会福祉学部
＊ 2  Tomohiro SUZUKI
　　東京未来大学　こども心理学部











































































































































































































































効回答者は 149 名（男性 57 名，女性 91 名，不明 1 名），












































































上で，最終的に 19 項目について因子を 2 に指定の上因















東京都内の私立大学 1 年次生，京都府内の私立大学 2 年
































































効回答者は 264 名（男性 103 名，女性 159 名，不明 2 名），








期固有値を 1.0 以上としたところ，3 つの因子が抽出さ
れた．共通性が .30 に満たなかった項目が 2 項目あった
ため，これらを削除の上再び因子分析を行った．ここで
も共通性が .30 に満たなかった項目が 1 項目あったため，
これを削除の上再び因子分析を行った．その結果，2 項
目のみ第 3 の因子への負荷が大きかったためこの 2 項目
を削除の上再び因子分析を行った．ここで因子負荷量が
















































　誇大性 .232*** .180** 
　行動関連項目 .390*** .404***




























意な正の相関がみられた（r =.203，p <.001；r =.193， 






















































































調査対象　兵庫県内の私立大学 1 年次生から 4 年次生
117名，東京都内の私立大学1年次生から4年次生166名，

























有効回答者は 270 名（男性 105 名，女性 161 名，不明 4 名），








したところ，調査 1 と同様の 2 つの因子が抽出された．























































































































































調査時期　2012 年 10 月上旬であった．
有効回答　93 名分の回答を回収し，そこから回答に
不備のあった 4 名を除外したところ，有効回答者は 89
名（男性 46 名，女性 42 名，不詳 1 名），有効回答率は





被奉仕志向性尺度と MES および AQ との相関係数を
求め，Table 4 に示した．その結果，「許容的奉仕の期待」
と「他者指向的反応」および「視点取得」との間に有意








他者指向的反応 .070 -.273 ** 
視点取得 .071 -.194 † 
AQ
社会的スキルの欠如 -.189 † -.103
注意の切り替えの欠如 -.005 -.099 
細部への注意の欠如 .052 .003 
低コミュニケーション .020 .024 
想像力の欠如 -.010 -.008 
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本研究は，平成 22 年度および平成 23 年度に受けた本学地域
社会福祉政策研究所の共同研究助成により実施された 2 つの調
査研究結果の一部に別の調査研究結果を加え，再考察を行った
ものである．また本研究の調査 1 は日本心理学会第 75 回大会
において，調査 2 は日本心理学会第 76 回大会において発表さ
れた．




































1 2 3 4 5 6 7 
友だちが私と一緒に遊んでくれることを，私は当然
と思うことがある 1 2 3 4 5 6 7 
大学が必要な連絡事項を全学生に周知徹底するこ
とを，私は当然と思うことがある 1 2 3 4 5 6 7 
教員が私のやる気を引き起こすような授業をする
ことを，私は当然と思うことがある 
1 2 3 4 5 6 7 
大学が学生のことを第一に考えて物事を決定する
ことを，私は当然と思うことがある 
1 2 3 4 5 6 7 
教員は私が理解するまで教えることを，私は当然と
思うことがある 
1 2 3 4 5 6 7 
教員がパワーポイントの内容をプリントして学生
に配布することを，私は当然と思うことがある 
1 2 3 4 5 6 7 
私のために友だちが席を確保しておいてくれるこ
とを，私は当然と思うことがある 1 2 3 4 5 6 7 
教員が学生に笑顔で接するのを心がけることを，私
は当然と思うことがある 
1 2 3 4 5 6 7 
